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要 旨 

 令和４年３月 18 日に開催された第 13 回統合準備委員会（以下「準備

委員会」という。）において、統合後の校舎位置に関する教育委員会案が

提示されたが、一言の議論もなく、持ち帰って検討したいとの意見も退

けられた。 

 評価観点である５項目について、実際に子細に検討すれば多くの疑問

がある。例えば、防災ハザードマップでの位置に関して安全面が不足し

ていること、災害時の指定避難場所に関すること、緊急車両が入りやす

い道幅に関すること、避難所としての災害種別７項目の不足に対応策が

説明されていないこと、及び学童保育クラブの安全面に関することであ

る。 

 さきに小森江西校区の地域の方々は、この校舎位置に関して教育委員

会への一任をしないことを表明している。 

今回、私たち保護者の 75％（総児童数 98 人のうち児童 74 人の保護者）

がこの案に不同意であり、「小森江西小学校と小森江東小学校の統合白紙

撤回を求める陳情署名」に署名している。 

準備委員会の事務局である教育委員会は、会議運営に当たり最善の努

力をしたのか。 

ついては、大局的視野で準備委員会の在り方及び進め方を調査し、統

合後の校舎位置（教育委員会案）に対する妥当性を検証していただきた

い。 
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